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◇ 動画投稿サイトにおいて廃炉・汚染水対策の現状の解説動画（英語版）を発信（約30,000回再生）
IAEA総会においても上映を実施。

◇ 多言語訪日観光ウェブマガジンで外国人旅行者等に向けて１Ｆ及び周辺地域の視察を特集した記事を
発信（英・中・韓等8言語、約59,000PV）。

◇ 国際経済交流財団(外国との相互理解を推進する財団法人)の英文機関紙（Japan Spot Light）
（欧米やアジアの言論界・経済界等から広く購読）への記事の掲載、廃炉に関する解説パンフレット「廃炉
の大切な話」英語版の作成・発信。

動画「Fukushima Today」

多言語訪日観光ウェブマガジン「MATCHA」 「Japan Spot Light」

経産省ウェブ等における海外向けの情報発信

英語版「廃炉の大切な話」 1



外国政府・プレス等に対する広報活動

◇在京外交団担当者を対象に、外務省と協力し、「在京外交団ブリーフィング」を実施（2018年10月）。
ALPS処理水に係る現状を説明。

◇WTO衛生・植物検疫（SPS）委員会（2019年7月）において、我が国から日本産食品のモニタリン
グ結果、IAEAの評価結果及び日本産食品に対する各国の規制撤廃・緩和の状況等について紹介。併
せて、欧州連合向けの説明会を開催し、日本産食品の安全性及び安全管理、福島第一原子力発電
所の現状及び汚染水対策などの議題でプレゼンテーションを実施。

◇外国プレスに対しては、経産省・東京電力合同で、毎年、「外国プレス向けブリーフィング（2019年2
月）」（於：フォーリンプレスセンター）を実施。汚染水を含む福島第一原発廃炉全般に係る情報提供。

◇その他、G7や各国政府との二国間委員会、海外での各種イベントの場等を活用し、福島第一原子力発
電所の廃炉・汚染水の状況等について説明。

外国プレス向けブリーフィング（2019年2月） イベントでの講演の様子（2018年9月）
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＜国際原子力機関（IAEA）＞
 第４回IAEAレビューミッションを受入れ（2018年11月）。最終報告書を2019年1月に受領・公表。
 第６２回IAEA総会（2018年9月 於：オーストリア・ウィーン）において、
→福島第一原発廃炉の状況を説明するためのサイドイベントを開催。
→日本展示ブースにおいて、廃炉・汚染水対策の現状の解説動画を上映。開会セレモニーでは福島県産のお酒を提供。
→日本政府主催レセプションにおいて、福島県産のお酒を提供するとともに、福島県産品を展示。動画も上映。
※第６３回IAEA総会（2019年9月開催予定）においても、福島第一原発廃炉に係るサイドイベント等を開催し、情報提供を予定。

 IAEAウェブサイトでの情報公開（サブドレンの状況 (毎月１回)等）
＜経済協力開発機構／原子力機関（OECD／NEA）＞
 「福島第一原発廃炉・食品安全に関するシンポジウム」開催（OECD/NEA・経産省・農水省共催）（2019年3月）。

＜IAEAレビューミッション＞
福島第一原発サイト調査、磯崎副大臣による報告書受領の様子

＜第６２回IAEA総会：展示ブース、レセプションの様子＞

＜OECD/NEA＞
福島第一原発廃炉・食品安全に関するシンポジウム

福島県産品を使用したレセプション

国際機関との協力
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